
成田空港の明日を いっ し ょ に

成田空港の更な る 機能強化

滑走路整備計画の概要について

下 記ホ ームペ ージ で は成田空 港 の更な る 機 能 強 化の

詳 細に つ いて ご 覧い た だ け ま す。
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　 成田空港の更なる 機能強化については、2 0 2 0 年1 月

の航空法に基づく 空港等変更許可後、整備計画の具体

化に向けて 各種調査を 進め、2 0 2 1 年1 2 月に滑走路整

備計画に関するパンフ レット を 発行し まし た。

　 今般、関係者協議や設計等が進捗し たこ と から 、地域

の皆様、関係者の皆様に滑走路整備計画のご 理解を 深

めて頂けるよう 改訂版を 作成いたし まし た。

改訂版の発行にあたっ て 目次

更なる 機能強化の滑走路工事計画の概要について

Ｂ 滑走路延伸地区における全体工事計画図

Ｂ 滑走路延伸地区における付替・ 補償道路の工事計画図

Ｂ 滑走路延伸地区における成田市補償道路の工事計画図

Ｂ 滑走路延伸地区における東関東自動車道地下道化の工事計画図

Ｂ 滑走路延伸地区における雨水排水等の工事計画図

Ｃ 滑走路新設地区における全体工事計画図

Ｃ 滑走路新設地区における付替・ 補償道路等の工事計画図

Ｃ 滑走路新設地区における付替・ 補償道路の工事計画図

Ｃ 滑走路新設地区における雨水排水等の工事計画図

今後の工事の進め方（ B 滑走路延伸整備）

今後の工事の進め方（ C 滑走路新設整備）

環境保全計画

Ｂ 滑走路地区、C 滑走路地区の工事数量
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N A A は、成田空港の年間発着容量を 現状の 3 0 万回から 5 0 万回ま で 拡大する こ と がで きる C 滑走路

の新設・ B 滑走路の延伸等と いっ た「 成田空港の更なる 機能強化」 について、2 0 1 9 年11 月7 日に航空

法に基づく 空港等変更許可申請を 国土交通大臣に行い、 2 0 2 0 年1 月3 1 日に許可を いた だき まし た。

新たに空港敷地と なる 範囲及び新たな 滑走路等（ C 滑走路の新設、B 滑走路の延伸、誘導路の新設、航

空保安施設） は下図のと おり です。

更な る 機能強化の
滑走路工事計画の概要について

変更と なる敷地範囲（ 新）

変更と なる敷地範囲（ 旧）

滑走路および航空灯火

誘導路および航空灯火

航空保安無線施設

事 業 概 要

•  事業目的： 成田空港の年間発着容量を 5 0 万回に拡大するために

以下の整備を 実施する 。

•  工事内容： B 滑走路延伸（ 滑走路長 2 ,5 0 0 m ⇒3 ,5 0 0 m ）

 C 滑走路新設（ 滑走路長3 ,5 0 0 m ）

 誘導路新設（ 7,4 7 1 ｍ）

 空港敷地拡張1,0 9 9 ha 拡張（ 現状1 ,19 8 ha ⇒2 ,2 9 7 ha ）

•  航空保安無線施設・ 航空灯火： 一式

•  工事完成予定期日： 2 0 2 9 年 3 月3 1 日まで
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B 滑走路縦断図 造成横断図a

Ｂ 滑走路延伸地区における
全体工事計画図

※イラ スト 及び断面図は概略図であり 、実際の構造・ 寸法と は異なる 場合があり ます。

空港敷地境界（ フェ ンス設置予定）

緑化区域及び空港機能確保用地

滑走路標高（ m ）4 1

B 滑 走 路 延 伸 地 区 に お け る 全 体 工 事 計 画 の 概 要

•  滑走路は、現在のB 滑走路を北側に1,0 0 0 m 延伸し 、延長3 ,5 0 0 m 、幅員6 0 m の滑走路を整備し ます。

•  滑走路の縦断勾配は、現滑走路北端部の標高（ 4 1 m ） に合わせてフ ラ ット に整備し ます。

•  滑走路の東西に航空機騒音低減のため防音堤を 整備し ます。

•  新たな進入灯（ 9 0 0 m ） は、県道、市道、調整池と 交差するこ と から 一部橋梁形式で整備し ます。

盛土（ 発生土）

盛土（ 良質土）

切土

盛土（ 良質土） 切土

進入灯橋梁
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断面図c 断面図d 断面図e 断面図fb

Ｂ 滑走路延伸地区における
付替・ 補償道路の工事計画図

※計画道路等の位置・ 構造・ 名称については検討中及び関係機関と 協議中のため今後変更と なる可能性があり ます。

※道路構造はイメ ージ であり 、実際の道路構造・ 規格を 示すも のではあり ません。

※道路の整備時期については滑走路整備計画を 踏まえて関係者と 検討し ていき ます。

※イラ スト 及び断面図は概略図であり 、実際の構造・ 寸法と は異なる 場合があり ます。

既存道路（ 国道、県道、市道）

東関東自動車道

廃止道路

空港敷地境界

ト ンネル

橋梁

付替道路・ 補償道路

B 滑 走 路 延 伸 地 区 に お け る 付 替・ 補 償 道 路 の 工 事 計 画 の 概 要

•  B 滑走路延伸に伴う 敷地拡張により 、下図のと おり 東関東自動車道のト ン ネル化や成田市道の廃止

及び補償道路の整備が必要と なり ます。地域の皆様の交通が分断さ れないよう に B  滑走路延伸部

に補償道路の整備を 進めてまいり ま す。今後も 補償道路計画の具体化に向けて、関係者と 共に丁

寧に検討を 進めてまいり ます。
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成田市補償道路縦断図 成田市補償道路断面図g

※イラ スト 及び縦断図、断面図は概略図であり 、実際の構造・ 寸法と は異なる 場合があり ま す。

Ｂ 滑走路延伸地区における
成田市補償道路の工事計画図

視点

視点 視点

市道7 -4 0 号線

市道5 -6 9 号線

市道5 -6 9 号線

県道久住停車場十余三線

県道久住停車場
十余三線

Ｂ 滑 走 路 延 伸 地 区 に お け る

成 田 市 補 償 道 路 の 工 事 計 画 の 概 要

•  B 滑走路延伸に伴う 敷地拡張により 成田市道の廃道が

必要と な る た め、地 域の皆 様の交 通が分断さ れず 安

全・ 安心に利用し て 頂く ために集約型の付替・ 補償道

路を 整備し ます。

•  補償道路は極力起伏を 少なく し た 線形と し 、最大縦断

勾配は約 3 .9 ％と し ます。

•  車道は 2 車線と し 、歩道を 設けます。
g
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東関東自動車道地下道断面図 東関東自動車道地下道縦断図h

※イラ スト 及び断面図は概略図であり 、実際の構造・ 寸法と は異なる 場合があり ます。

Ｂ 滑走路延伸地区における
東関東自動車道地下道化の
工事計画図

B 滑 走 路 延 伸 地 区に お ける 東 関 東自動 車 道 地 下 道 化 の工事 計 画の 概 要

•  現在の東関東自動車道のう ち 、延伸し たＢ 滑走路と 交差する 部分については、航空機荷重に対

応し たボッ ク ス カ ルバート 形式のト ン ネルを 整備し ま す。

•  ト ン ネルの延長は、4 3 0 m 、ト ン ネルの内空は1 2 .7 5 m ×7 .6 m の 2 連ボッ ク ス カ ルバート と

し ており 、極力起伏を なく し た 線形と なる 地下道を 整備し ていき ま す。

•  東関東自動車道地下道化工事は現道上で の工事と なり ま す。こ のため、切回し 道路を 整備し 、

交通を 確保し たう えで、地下道化工事に着手し ま す。

•  地下道が供用し た後は、切回し 道路は閉鎖し 、滑走路部の盛土・ 舗装工事を 進めていき ま す。

東関東自動車道

地下道化工事

県道久住停車場十余三線
県道久住停車場十余三線
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ト ンネル完成時 B滑走路延伸供用時

東京側

B滑走路

ト ンネル
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空港内滞水状況調整池による 放流量の抑制i j

Ｂ 滑走路延伸地区における
雨水排水等の工事計画図

※イラ スト 及び断面図は概略図であり 、実際の構造・ 寸法と は異なる 場合があり ます。

流下方向（ 分水方向）

流下経路

調整池

超過降雨時の

滞水範囲

調整池

調整池

B 滑 走 路 延 伸 地 区 に お け る 雨 水 排 水 等 の 工 事 計 画 の 概 要

•  B 滑走路延伸整備に伴う 敷地拡大により 、周辺の治水安全度が下がら な いよう に空港内に整備

する 調整池で 流量調整し たう えで、既設排水路を 経由し て 荒海川等に排水し ま す。

•  調整池は、5 0 年に一度の大雨に対応する 約 2 0 万㎥の規模で 整備し ま す。

•  局所的な 豪雨が頻繁に発生し て いる こ と に配慮し 、空港内の造成形状を 工夫し 、5 0 年に一度の

雨を 上回る 雨（ 超過降雨） が降っ た場合には可能な 限り 空港内で 貯留で きる よう にし ま す。

•  河川等の水質保全と し て、本格造成工事等においても 濁水流出防止対策を 実施し てまいり ま す。

谷地から の

排水路整備
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造成横断図C 滑走路縦断図 k

Ｃ 滑走路新設地区における
全体工事計画図

※イラ スト 及び断面図は概略図であり 、実際の構造・ 寸法と は異なる 場合があり ます。

C 滑 走 路 新 設 地 区 に お け る 全 体 工 事 計 画 の 概 要

•  延長 3 ,5 0 0 m（ 幅員 4 5 m ） の滑走路、延長約 6 ,2 0 0 m（ 幅員 2 3 m ） の誘導路を 整備し ま す。

•  滑走路の縦断勾配は、現況の地形を 活かし 、標高 2 0 ～3 3 m で 整備し ま す。

•  空港周囲に地域特有の谷津地形を 活かし た 緑化区域を 設け、自然環境に配慮し た 空港整備を 行

いま す。

•  空港整備区域内には成田用水や北総中央用水の農業用管路等、多数の公共施設が存在し ていま

す。それら については、関係機関の協力を 得な がら 付け替え 工事等の補償事業を 実施し ま す。
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盛土（ 良質土） 切土 地盤改良（ 固結工法）

3 3 2 9 2 0 2 7

空港敷地境界（ フェ ンス設置予定）

諸施設展開区域

緑化区域及び空港機能確保用地

滑走路標高（ m ）3 3

調整池

調整池

調整池

調整池

滑走路

誘導路
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C 滑走路新設地区における
付替・ 補償道路等の工事計画図

※計画道路等の位置・ 構造・ 名称は検討中ま た は、関係機関と 協議中のため今後変更と な る 可能性があり ま す。

※空港敷地外に計画さ れて い る 補償道路は、 周辺の開発計画等によ り 位置・ 構造・ 名称が今後変更と な る 可能性があり ま す。

県道横芝下総線

多古町道

染井・ 間倉線
圏央道（ 事業中）
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※①～⑦の道路は一般車両の通行が可能と なり ます。

　 ④’の道路は工事期間中の仮設切り 回し 道路と なり 、④の道路の整備後に一般車通行不可と なる 予定です。

　 空港敷地内のその他の既存道路は地域の交通機能確保を 検討の上、付替・ 補償道路の整備状況に応じ て

　 段階的に廃止し てまいり ます。

C 滑 走 路 新 設 地 区 に お け る 付 替・ 補 償 道 路 等 の 工 事 計 画 の 概 要

•  C 滑走路整備に伴う 敷地拡張により 、多く の多古町道・ 芝山町道等の廃止及び付替が必要と なり ます。

地域の皆様の交通が分断さ れないよう に付替・ 補償道路及び管理用道路の整備を 進めてまいり ます。

　 東西方向のアク セス機能の付け替え

　 ①県道成田松尾線及び ( 仮称) 滑走路横断道路　 ②国道 2 9 6 号　 ③C 滑走路南側管理用道路

　 南北方向のアク セス機能の付け替え

　 ④圏央道東側多古町補償道路　 ⑤高谷川付近芝山町補償道路 【（ 仮称） 高谷川沿い道路】

　 ⑥C 滑走路外周道路　 ⑦管理用道路

•  付替・ 補償道路は既存道路と可能な限り接続を行い、地域の皆様の交通を確保するよう 進めてまいります。

•  新規 IC については、千葉県と と も に実現に向けて検討しているが、位置も 含めて検討中であり 、設置

は未定。
ダイナミ ッ ク ゴルフ 成田

多古カ ント リ ーク ラ ブ

福祉センタ ー

（ やすら ぎの里）

空港南部工業団地 芝山第二工業団地

芝山千代田駅

多古工業団地

空港敷地境界

ト ンネル

行政界

切替仮設道路

付替道路・ 補償道路・ 管理用道路

既存道路（ 国道、県道、市道、町道）

圏央道（ 事業中）

橋梁

P.1 8 参照

P.2 5 参照

P.2 0 参照

P.2 3 参照
P.2 4 参照

P.2 3 参照

P.2 1 参照

P.1 9・ 2 1 参照

P.2 2 参照

P.1 9 参照P.1 7 参照

P.1 8 参照

P.2 6 参照

①県道成田松尾線及び
　 （ 仮称） 滑走路横断道路

④圏央道東側
　 　 多古町補償道路

⑥C 滑走路
　 　 外周道路

②国道2 9 6 号
　 （ 付替え）

⑦管理用道路

③C 滑走路
　  南側管理用道路

④’切替仮設道路

⑤高谷川付近芝山町補償道路
　 【 （ 仮称） 高谷川沿い道路】

P.1 8 参照

（ 主）成田小見川鹿島港線IC（ 仮称）

国道2 9 6 号IC（ 仮称）

新規IC（ 検討中）
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Ｃ 滑走路新設地区における
付替・ 補償道路の工事計画図

県道成田松尾線及び（ 仮称） 滑走路横断道路

圏央道交差部・ 県道横芝下総線付近

空港を 結ぶ動線の地下進入口

ト ン ネル代表断面図

1

県道成田松尾線（ 菱田恋人橋） 交差部ト ン ネル坑口部（ 芝山町側）

● C 滑走路の東西方向のアク セス機能の付け替えと し て、県道横芝下総線から 県道成田松尾線およ

び空港を 直接結ぶ機能を 併せ持つ道路と して整備を 進めます。

● C 滑走路と 交差する部分はト ンネルと なり 、4 車線道路を 整備いたし ます。

● ト ン ネルは、航空機荷重に対応し た 3 連ボッ ク スカ ルバート 構造と し 、約 5 3 0 m を 予定し ており

ます。

● 県道成田松尾線から 県道横芝下総線間を 滑走路に合わせて整備し 、県道成田松尾線から 西側（ 空

港側） については『 新し い成田空港』 構想の構内道路再編に合わせて整備を目指し ます。

※イ ラ スト 及び断面図は検討中または、関係者と の協議中であるため今後変更と なる可能性があり ます。

※芝山千代田駅付近は、芝山町道Ⅰ‐ 9 号線

を 現況通り 利用可能（ 但し 、施工中一部

規制あり ） 

芝山町側

芝山町側

空港側

多古町側

圏央道側

圏央道（ 事業中）

県道成田松尾線

県道成田松尾線及び

（ 仮称） 滑走路横断道路

菱田恋人橋

C 滑走路

ト ンネル
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※イラ スト 及び断面図は検討中または、関係者と の協議中であるため今後変更と なる可能性があり ます。

南側管理用道路断面図

既存道路と の接続事例

C 滑走路南側管理用道路3

● C 滑走路の東西方向のアク セス機能の付け替えと し て、多古町道染井・ 林線の北側付近に２ 車線

道路と 歩道の整備を 進めます。

国道 2 9 6 号2

東側

西側

● C 滑走路の東西方向のアク セス機能の付け替えと し て、現在の国道 2 9 6 号の地下道化整備を 進

めます。

● C 滑走路と 交差する部分はト ン ネルと なり 、当該道路の拡幅計画への対応が可能と なるよう 4 車

線道路と 両側歩道に対応可能なも のとし ます。

● ト ンネルは、航空機荷重に対応し た２ 連ボッ ク スカ ルバート 形式と し 、延長約 4 2 0 m を 予定し 、ト

ンネル内部には北総中央用水管を 敷設し ます。

国道 2 9 6 号ト ン ネル代表断面図

Ｃ
滑
走
路

南
側
管
理
用
道
路

圏央道東側

多古町補償道路

多古工業団地

多古町側

芝山町側

圏央道（ 事業中）

圏央道（ 事業中）

C 滑走路外周道路

国道2 9 6 号

芝山町側

国
道
２

９
６

号

切替仮設道路

芝山町側

多古町側

C 滑走路

ト ンネル（ 地下道）

ト ンネル（ 地下道）

多古町側

1 9 2 0



※空港敷地外に計画さ れている 補償道路は周辺の開発計画等により 位置・ 構造・ 名称が今後変更と なる 場合があり ます。

※イラ スト 及び断面図は検討中または、関係者と の協議中であるため今後変更と なる可能性があり ます。

道路断面図

圏央道東側多古町補償道路4

● C 滑走路の南北方向のアク セス機能の付け替えと し て、空港拡張により 廃止と なる 多古町道等の

補償道路と して整備を 進めます。

● 本道路は圏央道（ 事業中） の東側に町道一鍬田・ 大ヨ ロ線から 町道水戸・ 千田線の間を 結ぶ計画と

しており 、２ 車線道路と 歩道を 整備し ます。

● 交差する既存道路と は可能な限り 接続し 、地域の皆様の交通を 確保するよう 進めてまいり ます。

● 道路計画と 干渉する 開発計画等と の整合にも 配慮し たう えで、関係者の皆様と の協議等を 進め、

滑走路整備に遅れるこ と なく 整備してまいり ます。

既存道路と の接続事例（ 国道 2 9 6 号付近）

既存道路と の接続事例（ 国道 2 9 6 号付近）

既存道路と の接続事例（ 染井・ 林線、水戸・ 千田線付近）

国道 2 9 6 号

町道染井・ 林線

町
道
水
戸
・
千
田
線

町道多古
1 0 3 4 号線

町道多古
1 0 2 8 号線

町道多古
1 0 6 3 号線

多古工業団地

多古カント リ ーク ラブ

多古町側

芝山町側

圏央道（ 事業中）

圏央道（ 事業中）

圏央道（ 事業中）

国道2 9 6 号

切替仮設道路

切替仮設道路

切替仮設道路

Ｃ
滑
走
路

南
側
管
理
用
道
路

圏央道東側
多古町補償道路

圏央道東側
多古町補償道路

圏央道東側
多古町補償道路

2 1 2 2



※空港敷地外に計画さ れている 補償道路は周辺の開発計画等により 位置・ 構造・ 名称が今後変更と なる 場合があり ます。

※イラ スト 及び断面図は検討中または、関係者と の協議中であるため今後変更と なる可能性があり ます。

道路断面図既存道路と の接続事例（ 芝山町道Ⅰ-4 号線、1 -8 5 号線付近）

既存道路と の接続事例（ 芝山町道Ⅰ-8 号線付近）

高谷川付近芝山町補償道路【（ 仮称） 高谷川沿い道路】5

● C 滑走路の南北方向のアク セス機能の付け替えと し て、空港拡張により 廃止と なる芝山町道等の

補償道路と して整備を 進めます。

● 本道路は高谷川に並走さ せ、国道 2 9 6 号と 県道八日市場佐倉線の交差部から 芝山町道Ⅰ-8 号線

までの間を 結ぶ計画と しており 、２ 車線道路と 歩道を 整備し ます。

● 交差する 既存道路と は可能な 限り 接続し 、地域の皆様の交通を 確保するよう 進めてまいり ま す。

また、豪雨の際にも 通行が可能な高さ で整備いたし ます。

● 関係者の皆様と の協議等を 進め、滑走路整備に遅れるこ と なく 整備を 進めます。

既存道路と の接続事例（ 国道 2 9 6 号付近）

多古町側 町道Ⅱ-1 2 号線

芝山町側

国
道
２

９
６

号

C 滑走路外周道路

県
道

八
日

市
場

佐
倉

線

町
道

Ⅱ
-4

号
線

高谷川付近

芝山町補償道路
【（ 仮称） 高谷川沿い道路】

町道Ⅰ-4 号線

町道1 -8 5 号線

高谷川

高谷川

高谷川付近芝山町補償道路

【（ 仮称） 高谷川沿い道路】

県道大里小池線

大里（ 白桝）

山田

小原子

上吹入

下吹入

高谷川付近芝山町補償道路

【（ 仮称） 高谷川沿い道路】

町
道
Ⅰ-

８
号
線
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※イラ スト 及び断面図は検討中または、関係者と の協議中であるため今後変更と なる可能性があり ます。

C 滑走路外周道路6

芝山町道Ⅰ-2 号線接続部

既存道路と の接続事例（ 芝山千代田駅付近）

既存道路と の接続事例（ 芝山町道Ⅰ-1 号線、Ⅰ-2 号線付近）

⑥～⑦道路断面図

● C 滑走路の南北方向のアク セス機能の付け替えと し て、空港西側の空港敷地に沿う 道路の整備を

進めます。

● 本道路は2 車線道路と 歩道と し 、諸施設展開区域と 重複する 範囲（ P.1 3 ） については、『 新し い成

田空港』 構想の具体化に合わせ、既存道路の交通を 確保し ながら 整備を目指し ます。

管理用道路7

● C 滑走路の南北方向のアク セス機能の付け替えと して県道横芝下総線と 多古町道一鍬田線を 結ぶ

道路の整備を 進めます。

●本道路は 2 車線道路と 歩道と し 、『 新し い成田空港』 構想の具体化に合わせ、既存道路の交通を 確

保し ながら 整備を目指し ます。

Ⅰ-2 号線

Ⅰ-1 号線

空の湯

芝山千代田駅

空
港
側

C 滑走路外周道路

Ｃ
滑
走
路
外
周
道
路

2 5 2 6



Ｃ 滑走路新設地区における
雨水排水等の工事計画図

※イラ スト 及び断面図は概略図であり 、実際の構造・ 寸法と は異なる 場合があり ます。

C 滑 走 路 新 設 地 区 に お け る 雨 水 排 水 等 の 工 事 計 画 の 概 要

•  C 滑走路整備に伴う 敷地拡大により 、周辺の治水安全度が下がら ないよう 、C 滑走路地区と その周辺

の雨水は原則として空港内に整備する調整池等で流量調整し たう えで高谷川等へ放流致し ます。

•  調整池は5 0 年に一度の大雨に対応するため、合計で約1 3 0 万㎥以上の大規模なも のを 整備し ます。

•  局所的な豪雨が頻繁に発生しているこ と に配慮し 、空港内の造成形状を 工夫し 、5 0 年に一度の雨を

上回る雨（ 超過降雨） が降った場合には可能な限り 空港内で貯留し 、洪水時に高谷川へ流れ込む水の

量を 現況より も 減らし ます。

•  空港区域外の雨水対応のための調整池は地域特有の谷津地形を 生かし た形状と し 、動植物の生息・

育成環境として整備、維持管理し ます。

•  河川等の水質保全として、高谷川等排水整備工事で設置する沈砂池に加え、今後予定さ れている各種

準備工事、本格造成工事においても 個別の濁水の流出防止対策を 実施してまいり ます。

•  高谷川等の一部は、空港敷地の拡張に伴い空港敷地内と なるこ と から 、本格造成工事に併せて付替

水路により 代替機能を確保し 、将来的に廃河川にする予定です。

調整池等による 放流量の抑制

付替水路

流下方向（ 分水方向）

流下経路

高
谷

川

l

l

超過降雨時の

滞水範囲

超過降雨時の

滞水範囲

調整池

調整池

調整池

調整池（ 空港外の雨水対応）

空港敷地境界

調整池（ 空港用）

空港敷地外から の流入区域
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成田市道5 -2 1 号

県道久住停車場十余三線 国
道
5
1
号

成田市道5 -4 0 号

成田市道5 -6 号

成田市道7 -4 0 号

成田市道5 -6 9 号

成田市道5 -5 号

成
田市

道5 -4 2 号

法定外公共道路

成
田
市
道

7
-
2
5
0
号

成田市道7 -6 4 号

成田市道7 -4 0 号

東
関
東
自
動
車
道

成
田
市
道
5
-6
9
号

成田市道5 -2 1 号

県道久住停車場十余三線 国
道
5
1
号

成田市道5 -4 0 号

成田市道5 -6 号

成田市道5 -5 号

成
田市

道5 -4 2 号
成田市道7 -4 0 号

成田市道5 -6 9 号

成
田
市
道

7
-2
5
0
号

成田市道7 -4 0 号

成
田
市
道
5
-6
9
号

東
関

東
自

動
車

道

成田市道7 -6 4 号

今後の工事の進め方
（ B 滑走路延伸整備）

ステッ プ 2（ 準備工事）

東関東自動車道地下道化工事

2 0 2 4 年度上期着手予定

ステッ プ 1（ 準備工事）

東関東自動車道切回し 工事

2 0 2 4 年度上期供用予定

成
田
市
道

5
-
6
9
号

成田市道5 -2 1 号

県道久住停車場十余三線 国
道
5
1
号

成田市道5 -4 0 号

成田市道5 -6 号

成田市道5 -5 号

成
田市

道5 -4 2 号
成田市道7 -4 0 号

成田市道5 -6 9 号

成
田
市
道

7
-
2
5
0
号

成田市道7 -4 0 号

東
関

東
自

動
車

道

成田市道7 -6 4 号

東
関
東
自
動
車
道

成田市道5 -2 1 号

県道久住停車場十余三線 国
道
5
1
号

成田市道5 -4 0 号

成田市道5 -6 号

成田市道5 -5 号

成
田市

道5 -4 2 号
成田市道7 -4 0 号

成田市道5 -6 9 号

成
田
市
道

7
-2
5
0
号

成田市道7 -4 0 号

ステッ プ 4 　 完成

ステッ プ 3（ 本格工事）

本格造成工事

　 付替・ 補償道路工事、舗装工事

※今後の工事の進め方は、関係者の皆様と 協議等を 踏まえ 変更する 場合がござ います。

工事中

舗装工事

付替・ 補償道路工事

主要道路

地下道化工事

空港敷地境界

防音堤

進入灯橋梁

空港敷地境界
空港拡張区域

滑走路

緑化区域及び
空港機能確保用地

調整池

フェ ンス

主要道路

空港敷地境界工事中

主要道路

空港敷地境界地下道化工事

土砂搬入区域

土砂搬入区域 主要道路
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高
谷

川

多古町道染井間倉線

県道大里小池線

芝
山
町
道
Ⅰｰ

８
号
線

芝山町道1 -7 1 号線

県道八日市場佐倉線

県道成田松尾線

県道横芝下総線

県
道
成
田
小
見
川
鹿
島
港
線

国道2 9 6 号

多
古
町
道
染
井
林
線

圏
央

道（
事

業
中

）

多古町道一鍬田線

芝
山

町
道

Ⅰｰ

２
号

線

芝
山
町
道

Ⅰｰ

９
号
線

圏央道（ 事業中）

北側ト ンネル整備工事 南側管理用道路整備工事

高
谷

川

多古町道染井間倉線

県道大里小池線

芝
山
町
道
Ⅰｰ

８
号
線

芝山町道1 -7 1 号線

県道八日市場佐倉線

県道成田松尾線

県道横芝下総線

県
道
成
田
小
見
川
鹿
島
港
線

国道2 9 6 号

多
古
町
道
染
井
林
線

圏央道（ 事業中）

多古町道一鍬田線

芝
山

町
道

Ⅰｰ

２
号

線

芝
山
町
道

Ⅰｰ

９
号
線

圏
央

道（
事

業
中

）

C滑走路地区造成工事、C滑走路地区舗装工事

多古町道染井・ 間倉線

県道大里小池線

芝
山
町
道
Ⅰｰ

８
号
線

県道八日市場佐倉線

県
道成

田
松

尾
線

芝
山

町
道

Ⅰｰ

２
号

線

芝
山
町
道

Ⅰｰ

９
号
線

県道横芝下総線

県
道

成
田

小
見
川

鹿
島

港
線

多
古
町
道
水
戸
・
千
田
線

多古町道染井・林線
国道2 9 6 号

高谷川付近芝山町補償道路

【（ 仮称）高谷川沿い道路】

圏央道東側多古町補償道路

管
理

用
道

路

県
道
成
田
松
尾
線
及
び

(

仮
称)

滑
走
路
横
断
道
路

圏央道（ 事業中）

圏
央

道（
事

業
中

）

C滑走路外周道路

Ｃ
滑
走
路
南
側

管
理
用
道
路

芝山町道1 -7 1 号線

今後の工事の進め方
（ C 滑走路新設整備）

ステッ プ 3（ 本格工事）： 本格造成工事、付替・ 補償道路工事、舗装工事

ステッ プ 4 　 完成ステッ プ 2（ 準備工事）： C 滑走路北側ト ンネル整備工事、C 滑走路南側管理用道路整備工事

2 0 2 4 年度下期着手予定

高
谷

川

多古町道染井間倉線

県道大里小池線

芝
山
町
道
Ⅰｰ

８
号
線

芝山町道1 -7 1 号線

県道八日市場佐倉線

県道成田松尾線

県道横芝下総線

多古町道一鍬田線

県
道
成
田
小
見
川
鹿
島
港
線

国道2 9 6 号

多
古
町
道
染
井
林
線

芝
山
町
道

Ⅰｰ

９
号
線

芝
山

町
道

Ⅰｰ

２
号

線

高谷川等排水整備工事

圏央道（ 事業中）
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ステッ プ 1（ 準備工事）： 高谷川等排水整備工事、工事用仮設道路整備工事

※各工事に必要と なる 仮設の工事用道路等は別途整備し て まいり ま す。

※今後の工事の進め方は、関係者の皆様と 協議等を 踏まえ 変更する 場合がござ います。

滑走路用地造成範囲

工事中

主要道路

空港敷地境界

滑走路用地造成範囲

主要道路

空港敷地境界

南側管理用道路整備工事

北側ト ンネル整備工事

工事中

調整池（ 空港外の雨水対応）

調整池（ 空港用）

空港敷地境界

空港拡張区域

諸施設展開区域

滑走路

緑化区域及び
空港機能確保用地

フェ ンス

主要道路

主要道路

空港敷地境界

工事中

C 滑走路地区舗装工事
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環境保全計画

大 気 質 の 保 全 、 騒 音・ 振 動 の 発 生 抑 制

工事による大気汚染物質の排出、騒音・ 振動の発生を 抑制し 、周辺地域の生活環境への影響の低減を 図り ます。

粉じ ん等飛散防止

散水や車両のタ イヤ洗浄により 、砂ぼこり（ 粉じ ん等） の

飛散を防止し ます。

建設機械等の排出ガス 対策

排出ガス対策型建設機械等の使用を 徹底し ます。低炭素

化工法を採用し ます（ ICT（ 情報通信技術） の活用による

省人化・ 高度化・ 効率化、重機台数の低減等）

水 質・ 水 文 環 境 へ の 配 慮

空港周辺の河川等の水質の保全を 図り ます。

また、空港整備に伴う 地形改変等による水の流れに関する影響についてモニタ リ ング調査を 実施して確認し ます。

濁水の流出防止

工事区域から の雨水排水は、水の濁り を極力減らし たう え

で放流し ます。

工事中の水文環境モニタ リ ン グ調査

空港周辺の水文環境の状況について、定期的にモニタ リ ン

グ調査を行います。

工事用車両の走行ルート の配慮

工事用車両は幹線道路にできる 限り 集中さ せ、生活道路

への進入を回避するなどの配慮を行います。

工事中の大気質モニタ リ ン グ調査

工事区域周辺大気質の状況について、定期的にモニタ リ ン

グ 調査を 行いま す。高濃度発生時には、必要に応じ て、

工事作業中断・ 作業調整を行います。

景 観 や 自 然 環 境 へ の 配 慮

造成面の早期緑化や緑地帯の整備により 、景観や自然環境への影響の低減を 図り ます。

造成面の早期緑化

伐採木を チップ化し 緑化資材と して吹き 付けるなど 、造成

面の早期緑化を行います。

貴重な 動植物の移植・ 移設

貴重な 動植物は、対象種の生態に配慮し つつ適切な 時季

に移植・ 移設を行います。

空港周辺の谷津環境の再生

空港区域外に既に確保している谷津環境（ グリ ーン ポート  

エコ・ アグリ パーク 、芝山水辺の里、騒音用地） の整備、維

持管理を行います。管理不足の樹林や荒れた放棄水田に手

を加え、谷津環境の動植物の生息・ 生育環境を再生し ます。

緑地帯の整備

滑走路周辺は芝による 緑化を 行い、緑地帯と して整備し

ます。

自 然 環 境 に 配 慮 し た 空 港 施 設 整 備

自然環境の改変を可能な限り 小さ く すると と も に、貴重な動植物は工事の前に移植・ 移設し ます。

また、周辺に残存する 谷津環境の再生に取り 組み、再生地を 貴重な動植物の移植・ 移設先と して活用し ます。

既存の自然環境を 活かし た施設整備（ 調整池等）

空港外の雨水対応のための調整池は、地域特有の谷津地

形を活かし た形状と し 、可能な 限り 改変を減らして整備し

ます。調整池内に残存する 谷津環境は、動植物の生息・ 生

育環境と して整備、維持管理を行います。

排出ガス対策型建設機械のラベル例
散水状況 法面緑化（ イメ ージ） 滑走路周辺の緑化

アカハラ イモリキンラン グリ ーンポート  エコ・ アグリ パーク

谷津地形（ イメ ージ）

工事用車両の走行状況 大気質調査状況

沈砂池 河川流量調査状況
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B 滑走路地区、C 滑走路地区の
工事数量

東 関 東 自 動 車 道 地 下 道 化 工 事

箱型函渠工事

•  場所打ちコ ンクリ ート 箱型函渠（ １ 層２ 径間）： 約3 7 0 ｍ

•  プレ キャスト コ ンクリ ート 箱型函渠（ １ 層２ 径間）： 約6 0 ｍ

箱型函渠工事

•  切土： 8 万㎥

•  盛土： 8 万㎥

•  地盤改良（ 中層混合処理工法）： 約7,3 6 0 ㎥

•  地盤改良（ 高圧噴射攪拌工法）： 約1 ,7 0 0 ㎡

B 滑 走 路 延 伸 部 造 成 工 事

用地造成工事

•  切土： 約5 9 万㎥

•  盛土： 約1 9 7 万㎥

•  土砂運搬： 約11 .5 ㎞、約1 6 2 万㎥

進入灯橋梁設置工事

•  延長： 約5 7 0 ｍ

（ ト ラス桁3 8 0 ｍ、鈑桁1 9 0 ｍ）

※本工事以外に、空港舗装工事と し て、約 6 0 0 m 分の滑走路・ 既存空港内の誘導路舗装工事を 予定。

舗装工事

•  滑走路アスフ ァ ルト 舗装： 約2 9 ,5 0 0 ㎡

•  過走帯・ ショ ルダーアスフ ァルト 舗装： 約1 0 ,9 0 0 ㎡

•  場周・ 保安道路アスファルト 舗装： 約2 8 ,5 0 0 ㎡

•  土砂運搬用工事用仮設道路（ 空港内）： 約2 5 ,0 0 0 ㎡

場周柵工事

•  延長： 約5 .5 ㎞

付替・ 補償道路工事

•  延長： 約1 .3 ㎞

C 滑 走 路 地 区 造 成 工 事

用地造成工事

•  切土： 約1 ,9 4 0 万㎥

•  盛土： 約1 ,6 2 0 万㎥

•  地盤改良（ 圧密促進）： 約2 8 ha

•  地盤改良（ 固結工法）： 約2 6 ha

場周柵工事

•  延長： 約1 2 .5 ㎞

場周・ 保安道路工事

•  アスフ ァルト 舗装： 9 0 ,0 0 0 ㎡

場周道路ト ンネル工事

•  場所打ちコ ンクリ ート 箱型函渠（ １層2 径間）

•  函渠延長： 2 0 0 ｍ

2 9 6 号付替え道路箱型函渠工事

•  場所打ちコ ンクリ ート 箱型函渠（ １ 層2 径間）

•  函渠延長： 4 2 0 ｍ

高谷川付替え工事

•  暗渠 BOX（ B5 .0 ｍ×H 4 .3 ｍ×2 連）： 約2 4 0 ｍ

•  暗渠 BOX（ B3 .3 ｍ×H1 .9 ｍ×3 連）： 約2 3 0 ｍ

•  L 型水路（ B2 .7 ｍ×H1 .8 ｍ）： 約5 4 0 ｍ

舗装工事（ 別途工事）

•  滑走路アスフ ァ ルト 舗装： 約1 6 0 ,0 0 0 ㎡

•  滑走路コ ンクリ ート 舗装： 約6 ,7 0 0 ㎡

•  誘導路アスフ ァルト 舗装： 約1 5 9 ,3 0 0 ㎡

•  誘導路コ ンクリ ート 舗装： 約4 8 ,8 0 0 ㎡

•  過走帯・ ショ ルダーアスファルト 舗装： 約210 ,6 0 0 ㎡

C 滑 走 路 北 側ト ン ネ ル 工 事

用地造成工事

•  切土： 約2 9 万㎥

•  盛土： 約11 万㎥

•  地盤改良： 約2 .3 ha

函渠設置工事

•  場所打ちコ ンクリ ート 箱型函渠（ １ 層３ 径間）

•  函渠延長： 約5 3 0 ｍ

C 滑 走 路 南 側 管 理 用 道 路 工 事

用地造成工事

•  切土： 約6 2 万㎥

•  盛土： 約8 万㎥

•  地盤改良： 約6 .4 ha

舗装工事

•  道路延長： 1 .9 ㎞

•  道路アスフ ァルト 舗装： 約1 3 ,0 0 0 ㎡

•  歩道アスファ ルト 舗装： 約3 ,0 0 0 ㎡

※工事数量は概算であり 、実際の規格・ 数量と は異なる 場合があり ます。
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高 谷 川 付 近 芝 山 町 補 償 道 路 工 事

圏 央 道 東 側 多 古 町 補 償 道 路 工 事

用地造成工事

•  切盛土： 約9 0 万㎥

•  地盤改良： 約5 ha

舗装工事

•  道路延長： 約6 .8 ㎞

•  橋梁： ２ 橋

•  道路函渠： ２ 基

用地造成工事

•  切盛土： 約2 0 万㎥

•  地盤改良： 約5 ha

舗装工事

•  道路延長： 約 4 .4 ㎞

•  橋梁： 1 橋

※工事数量は概算であり 、実際の規格・ 数量と は異なる 場合があり ます。
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